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研究成果の概要（和文）：　アクティブラーニングを導入したデートDV予防・防止教育プログラムを開発するた
めに，高校生・大学生を対象とした調査を行い，共感性や葛藤解決方略がデートDV加害に影響を及ぼすことを明
らかにした。この結果を反映させたプログラムを高校生や大学生を対象として実施し，事前・事後・フォローア
ップ調査結果を分析した。その結果，本プログラムは暴力に対する認識を高め，維持することが示唆されたが，
行動面の変容については効果がみられず，今後の課題として残された。また，高校の養護教諭を対象とした調査
から，デートDVに関する教材不足が明らかとなったことから，我々が作成したプログラムのテキストを作成し，
高校に配布した。

研究成果の概要（英文）：We conducted a survey of high school and university students to develop 
dating violence prevention program by introducing active learning, and found that empathy and 
conflict resolution strategies effected on the perpetration of dating violence. A program reflecting
 these results was implemented for high school and university students, and its effectiveness was 
verified through pre-, post-, and follow-up surveys. The results suggested that the program 
increased and maintained awareness of violence, but it did not have significant effect on behavioral
 change, which remains as an issue for the future. In addition, a survey of high school nurse 
teachers revealed a lack of educational materials on dating violence, so we made a textbook of our 
program and distributed it to high schools.

研究分野： 発達心理学

キーワード： デートDV予防・防止教育プログラム　アクティブラーニング　青年期　チーム学校

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　これまで高校で実施されてきた性教育は生物学的な要素が大きく，かつ，講義形式で行われていることが多か
ったが，本研究ではアクティブラーニングを導入し，関係性という視点からデートDV予防・防止プログラムを実
施することが出来た。また，これまでの国内におけるデートDV予防プログラムは効果検証が行われていなかった
が，本研究ではフォローアップ調査も含めて効果の検討を行い，その効果と限界について明らかにすることがで
きた。さらに，高校の教諭がプログラムを実施出来るよう，プログラムの内容や効果検証を含めたテキストを作
成・配布したことは，高校におけるデートDV予防・防止教育の一助となったと考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 国内におけるデート DV 研究は欧米より 20 年の遅れがあり，現在国内で実施されているデー
ト DV の調査研究を概観すると，対象者はほとんどが大学生である。しかし，近年，高校生のデ
ート経験率は 50％を超えており（片瀬，2013），10 歳代から 20 歳代の頃に交際相手からの暴力
（デート DV）被害に遭っている者は 10 人に 1 人と報告されている（内閣府，2014）。このよ
うな現状を鑑みれば，デート DV は早期からの予防が必要であり，少なくとも高校生を対象とし
た予防・防止に効果をもたらすプログラムを開発することが急務である。 
また，高校等の教員の 9 割弱が DV 予防の授業を学校で行った方が良いと思っているが，実

際に導入されている学校は少ない（須賀，2015）。近年，NPO 法人による体験学習の手法を用い
て行われるデート DV 予防防止教育プログラムを導入している高校もあるが，それらについて
も実施のみに止まり効果検証が実施されていないことが多い（野坂，2011）。よって，今後は学
校内の教員とも協働して，授業の一環としてデート DV 予防・防止教育を取り入れ，どのような
効果がみられるのかについても検討する必要がある。 
 
２．研究の目的 
本研究は，高校や大学における新たな性教育の在り方を検討する試みである。現在高校で行わ

れている性教育は生物学的な要素が強く，デート DV に対応したものではない。デート DV 予防
教育が導入されている場合でも，単発的な講義形式である場合も多く，効果検証が行われていな
い。そこで，本研究では，近年，能動的かつ汎用性のある学びとして注目されているアクティブ
ラーニングを導入したデート DV 予防・防止教育プログラムを開発し，養護教諭など高校の教諭
との協同の下実施し，事前・事後・フォローアップ調査により変容効果を検証することを目的と
した。 
 
３．研究の方法 
(1) 高校の養護教諭を対象とした調査 
高校生におけるデート DV 被害の実態と高校で実施されているデート DV 予防教育の現状を

把握するために，高校の養護教諭を対象とした調査を実施した。調査対象は，1 府 3 県に所在す
る公立高等学校 499 校に勤務する養護教諭であった。回答は 150 件（回収率 30.1％）から得ら
れ，有効回答は 148 件だった。回答者の性別は全員が女性で，平均年齢は 41.0 歳（SD=11.3），
養護教諭としての勤務年数は 18.7 年（SD=16.4）年であった。 
調査内容は，①デート DV 被害相談の経験，②相談内容，③高校で行う保健教育のテーマと指

導機会について，④デート DV 予防教育の必要性と指導上の課題であった。 
 
(2) デート DV の生起と関連する要因の検討 
 デート DV 予防プログラムの開発に向けて，デート DV の生起と関連する要因について検討
するために，高校生および大学生を対象とした調査を実施した。高校生については，地方都市に
ある全日制の公立高等学校 5 校の普通科の生徒を対象に，質問紙調査を実施した。調査の手順
は以下の通りである。調査の実施を依頼する文書を地域内の全ての公立高等学校 92 校の養護教
諭宛に郵送し，そのうち，受諾の返信があり，学校長の同意書を提出した学校に対し，調査協力
者の人数を確認し，質問紙を持参した。質問紙の配布数は 1，250 部であった。調査は養護教諭
から学級担任に依頼し，学級担任の指導の下，授業内で実施された。回収された質問紙は 986 部
（回収率 78.9％）であった。そのうち，分析の対象になったのは社会的望ましさ得点が 18 点未
満で，欠損値のない 839 名であった（配布数に対する有効回答率 67.1％）。社会的望ましさ得点
により，対象を除外した理由は，暴力のようなネガティブな事柄について質問する場合，社会的
に望ましい方向に歪んだ回答を行う可能性があるためである。この尺度では 18 点がカットオフ
ポイントであると定められているため，得点が 18 点以上の回答者を分析から除外した。 
 大学生については，中部・近畿・中国・四国地方の大学および短期大学で無記名の質問紙調査
を実施した。大学の授業終了時に調査用紙を配布し，回答を依頼した。その結果，大学生 979 名
（男性 399 名，女性 564 名，性別不明 16 名）の回答を得た。そのうち社会的望ましさ尺度（北
村・鈴木， 1986）の合計得点が 18 点未満で，欠損値がない 834 名（男性 327 名，女性 507 名）
を分析対象とした。平均年齢は 19.34 歳（SD=1.17）であった。 
 調査内容は，①社会的望ましさ（北村・鈴木，1986），②本来感（伊藤・小玉，2005），③デ
ート DV に関する暴力観（赤澤他，2017），④依存的恋愛観（松並他，2017），⑤共感性（葉山
他，2008），⑥最も身近な人物，⑦親密性（井ノ崎，1999），⑧被支配感（上野他，2018），⑨葛
藤経験の有無，⑩葛藤解決方略，⑪怒りの制御（鈴木・春木，1994），⑫恋人との交際経験，⑬
デート DV 被害経験，⑭デート DV 加害経験，であった。 
 
(3)デート DV 予防・防止教育プログララムの開発 
 (2)の調査と先行研究を参考にして，デート DV 未経験者も含む予防を目的としたプログラム
を開発した。プログラムは，デート DV に関する知識面の教授と，デート DV を予防するスキル



の獲得の両面を含むものとした。具体的なプログラム内容は，①暴力とは何かの理解，②他者視
点の取得，③葛藤解決スキルの取得（アサーション・トレーニング，スモールグループディスカ
ッション，怒りのコントロールなど），④デート DV（暴力）予防・防止プログラムの作成，デー
ト DV 相談窓口の理解、であった。各高校・大学の実施形式に合わせて，内容をいくつか組み合
わせて実施した。 
 
(4)デート DV 予防・防止教育プログラムの効果検証 
 開発したデート DV 予防・防止教育プログラムを近畿・中国四国地方の高等学校・大学 14 校
（同じ高校・大学であっても対象が異なる場合は 1 校としてカウントした）で実施した。事前・
事後・フォローアップ調査の内容は，①デート DV に関する暴力観（赤澤他，2017），②視点取
得（葉山他，2008），③アサーション（玉瀬他，2001），④ジェンダー観（伊藤，1997）⑤葛藤
場面対応，⑥社会的望ましさ（北村・鈴木，1986），であった。プログラムの効果を詳細に検討
するために，対照群を設定する場合もあった。 
 
(5)倫理的配慮 
 質問紙調査，プログラムへの参加，プログラムの効果検証の実施前に，福山大学学術研究倫理
委員会の倫理審査を受け，承認を得た。調査票や効果検証については，個人を特定する指標とし
て記号を用いてもらい，匿名性を確保した。回答は任意であり，回答しなかったことへの不利益
なないこと等を調査票に明記し，可能な限り口頭でも説明した。 
プログラム参加を希望した高等学校には文書にてプログラムと効果検証アンケートの実施要

領，目的，プライバシーの保護等について説明し，学校長名での同意書を提出してもらった。事
前に高等学校教員との十分な打ち合わせを行い，上記配慮の必要性を説明した上で，生徒の特色，
実施上の注意点，プログラム内容への要望などの把握に努めた。生徒には高等学校教員からプロ
グラム参加について事前説明を行ってもらった。参加を希望しない生徒がいた場合にはプログ
ラム中の別室指導などの個別対応を求めた。 
 対照群もプログラム群と同様に暴力に関して学べるよう配慮した。具体的には，事後アンケー
トに回答した後，対照群もプログラムを受講するといった方法，フォローアップアンケートまで
全て終了した後，プログラム内容をリーフレットにしたものを配布し，それをもとに説明を行う
という方法を用いた。 
 
４．研究成果 
(1) 高校の養護教諭を対象とした調査 
①デート DV の相談を受けた経験 
高校生からデート DV の相談を受けた経験を持つ養護教諭は，148 名のうち 119 名（80.4％）

あった。回答者の 8 割が高校生からデート DV の相談を受けていることが明らかとなり，相談
内容も身体的暴力から，携帯電話やメールを「チェックする」，「制限する」などの精神的暴力ま
で多岐に亘ることが明らかとなり，デート DV 予防・防止教育の必要性が改めて確認できた。 

 
②高校で行うデート DV 教育の現状と課題 
高等学校の保健教育で最も多く行われているテーマへの 148 件の回答のうち，最も多く実施

されているテーマは「性感染症のしくみと予防」で 113 件（76.0％）だった。次いで「エイズと
その予防」が 110 件（74.0％），「妊娠・出産」105 件（71.3％）だった。「異性との交際・デー
ト DV」は最も少なく 80 件（54.0％）にとどまっていた。 

148 名の回答者に対し，「男女交際・デート DV」（以下，「デート DV」）を高校生に教育する
必要があるかどうか尋ねたところ，「絶対に必要」79 名（52.7％），「ある程度必要」69 名（47.3％）
で全員が「必要」と回答していた。しかし，実際に勤務校で実際に「デート DV 教育を行ってい
る」と回答した人は 81 名（51.0％）に留まっていた。 
調査対象の高校の半数では，デート DV 教育は「必要」だと思っていても，実施できていない

現状が明らかとなった。デート DV 教育を行う上で養護教諭が課題と感じている点を Figure 1
に示した。最も多く指摘された課題は「デート DV 指導に使える教材がない」55 名（37.3％）
で，次いで「被害状況などのデート DV に関する情報がない」47 名（32.0％），「自分自身にデ
ート DV に関する知識がない」40 名（26.7％）であった．このことから「教材の不足」，「情報
の不足」，「指導者の知識」の 3 つに課題があることが明らかとなり，デート DV に関する教材の
必要性が示された。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



Figure1.  デート DV 教育を行う上での課題（N=148， 複数回答） 
 

 
 
(2) 高校生および大学生を対象とした調査―デート DV の生起と関連する要因の検討 
①依存的恋愛観とデート DV 暴力観との関連 
 デート DV と関連すると考えられる「恋人とは特別な関係であり二人は一体である。相手は自
分のものだから自分の好きなように支配してもよいし，相手を束縛することは愛の証である」と
いう考え方を「依存的恋愛観」とし，依存的恋愛観を測定する尺度を作成した（松並・青野・赤
澤・井ノ崎・上野・青野，2017）。この依存的恋愛観とデート DV における暴力観との関連を検
討した結果，依存的恋愛観が強まると，恋人への暴力行為への認識が低まることが明らかとなっ
た。恋人と自分は一体であるとする考えを持つ人は，恋人への暴力は許容されると考える可能性
が高いことが示唆された。 
 
②恋人による被支配感とデート DV との関連 
デート DV における被害者と加害者との関係性における支配―被支配関係に着目し，被支配感を
測定する項目を作成した（上野・松並・青野，2018）。これらの項目を用いて，デート DV 被害
を，「暴力行為を受けること，恋人による被支配感が高まること，精神的健康が悪化することか
ら成るもの」として捉え，デート DV 加害や自尊感情との関連について検討した。その結果，両
性とも「恋人から無視される」などといった精神的暴力や，「性交を強要される」などの性的暴
力を受けることで恋人による被支配感が高まり，恋人による被支配感は自尊感情を低下させて
いることが明らかとなった。 
 
③デート DV 加害の規定要因 
 デート DV 加害の生起要因について，共感性の高さは怒りの制御，葛藤解決方略，およびデー
ト DV 加害に，また，怒りの制御は葛藤解決方略とデート DV 加害，葛藤解決はデート DV 加害
に各々影響を及ぼすと仮定し検討した。その結果，デート DV 加害を低減させるためには，共感
性の認知的側面である視点取得と怒りのコントロールを高め，葛藤解決方略として支配方略や
回避邦訳を選択しないようにすることが必要であることが示された（Figure 2）。 
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    Figure 2. デート DV 加害に影響を与える要因の検討 
 
 
(3)デート DV 予防・防止教育プログラムの効果検証 
 葛藤解決スキルとしてのアサーション，視点取得，および暴力観の変容を目指したデート DV
予防・防止教育プログラム「青少年のための暴力防止プログラム（VPA: Violence 
Prevention Program for Adolescents）」を作成し，その効果と維持について検討した。そ
の結果，本研究で作成したプログラム受講群は対照群より，事後において暴力への認識を高まっ
ていることが示され，フォローアップ調査においてもその効果が維持されていることが明らか
となった。本プログラムでは，暴力の種類毎に具体的な例を挙げ， 特に被害が目に見えにくい
精神的暴力については，多様な内容を取り上げ説明した。また，「他者の視点に気づく」という
プログラムにおいて，その行為が暴力であるかどうかを判断するのは自分ではなく相手である
ことについて学んだ。また，その行為が暴力であるという認識が自身と他者で異なることをワー
クで実際に把握できた。これらの内容が， 参加者の暴力への認識を高めた可能性がある。本研
究で作成したデート DV 第 1 次予防プログラムは，暴力観の向上と維持に効果が，また，葛藤解
決スキルとしてのアサーションの関係形成については短期間の効果が認められた。しかし，今回
のプログラムでは，介入群と統制群が無作為に分類されたものではなかったので，本研究の効果
については慎重に解釈する必要があるだろう。 
 
(4) テキストの作成と配布 
 養護教諭を対象とした調査から，高等学校においてデート
DV 指導使える適切な教材がないという意見が最も多かっ
た。そこで，我々が開発した「青少年のための暴力防止プロ
グ ラ ム （ VPA: Violence Prevention Program for 
Adolescents）」の内容や実施方法に関するテキストを作成し，
高等学校等に配布した。その際，すぐに授業で活用できるよ
うに，補助資料の CD も付録として付けた。 
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